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1. はじめに 

鋼製砂防構造物は昭和 40年代後半から建設され，その多

くが高度経済成長期以降に急速に整備されたことから，老

朽化による機能・性能の劣化が懸念されており，維持管理の

重要性が高まっている． 

しかし，鋼製砂防構造物は長期供用された場合の鋼材腐

食，常時流水や中小出水などによる流砂や小礫衝突による

摩耗損傷については十分な知見が得られていない．そこで，

設置後の経過年数が長い堰堤を対象に現地調査を実施し，

長期耐久性の実態把握を行った．本稿ではこれまでの調査

結果をとりまとめた． 

 

2. 調査概要 

2.1 調査堰堤 

 開発初期の鋼製砂防構造物は全国に点在しているが，有

珠山周辺は供用期間が概ね40年以上の堰堤が集中している

ため，調査地として選定した．調査を実施した堰堤の一覧，

設置位置を表-1，図-1に示す． 

 

表-1 調査堰堤一覧 

 

 
図-1 堰堤設置位置 

2.2 調査概要 

調査は鋼管の板厚測定およびフランジ，ボルトの腐食状

況の確認を行った．鋼管の板厚測定は鋼材表面の錆を削っ

て落とした後，測定機器で板厚の測定を行った．測定および

測定面の前処理は 2019 年 12 月に（一財）砂防フロンティ

ア整備推進機構より発刊されている「主に鋼材を用いた砂

防施設の維持管理マニュアル 1)」に準じ，超音波厚さ計を用

いて鋼管の板厚を計測した．計測は JIS規格：JIS Z 2355：

2005（超音波パルス反射法による厚さ測定方法）に則り行っ

た．計測に用いた板厚測定使用機器の仕様を表-2，計測状況

を図-2に示す． 

また，腐食量を初期板厚と比較することにより算出した．

腐食量は下記の通り定義した． 

腐食量(mm)＝初期の板厚(mm)－腐食部の残存板厚(mm) 

 

表-2 板厚測定機器の仕様 

 

 
図-2 計測状況 

 

3. 調査結果と考察 

本報告では，腐食程度が比較的小さい源太川 1 号スリッ

トダムおよび腐食程度が比較的大きい小有珠右の川 1 号ス

リットダムについて調査結果について述べる． 

3.1 源太川 1号スリットダム 

源太川 1号スリットダムは 1985年に設置され，調査時点

で供用期間が 40年の堰堤である．鋼管，フランジ，ボルト

の腐食状況，板厚の測定結果を図-3，表-3に示す．表-3に

おける初期板厚を調査するにあたり，施設管理者や製造業

者に当時の資料の収集を依頼した．しかし，設計当時はデジ

タルデータがなく，印刷物での図面管理が基本であること

や製造業者が複数回合併している等が原因で図面等が確認

できず，鋼管の規格が不明なため，初期板厚の特定に至らな

かった．そこで，初期板厚は推定した値を用いた．測定箇所

はスパイラル鋼管であり，現行の製造規格が 1mm 単位であ

ることから，製造方法の性質上，設計当時も同様に 1mm 単
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位であると考え，測定結果が 14mm以上の場合の初期板厚は

15.0mmと推定した． 

目視調査より，鋼管の足元は錆が生じているが，水平材付

近では塗装が残存しており，ボルトは鋼管より腐食が進ん

でいることを確認した．また，計測結果から推定した腐食量

は 0.82～0.83mmと当センターが発刊している新編・鋼製砂

防構造物設計便覧 2)（以下，「便覧」という）で設けている

腐食しろ 0.5mm より大きいことを確認した．しかし，腐食

量の算出に用いた初期板厚は推定した値である点に留意が

必要である． 

鋼製砂防構造物の維持管理においては，初期板厚等の鋼

材の詳細なデータが必要であるが，長期供用された構造物

の設計当時は，印刷物での図面管理が基本のため，数十年経

過したものについては完備されていない場合がある．その

ため，本事例のように，使用鋼材のデータが不明な場合の対

応策を検討する必要があり，鋼製砂防構造物の維持管理に

おける今後の課題として挙げられる． 

 

 
図-3 源太川 1号スリットダムの腐食状況 

 

表-3 板厚の測定結果（源太川 1号スリットダム） 

計測箇所 
初期板厚(推定) 

(mm) 

計測結果 

(mm) 

腐食量(推定) 

(mm) 

足元 15.00 14.17 0.83 

水平材 

付近 
15.00 14.18 0.82 

3.2 小有珠右の川 1号スリットダム 

小有珠右の川 1号スリットダムは 1979年に設置され，調

査時点で供用期間が 46 年の堰堤である．鋼管，フランジ，

ボルトの腐食状況，板厚の測定結果を図-4，表-4 に示す．

目視調査より，鋼材部全体に錆が生じていることを確認し

た．板厚の腐食量は 0.14～0.20mmであり，便覧で設けてい

る腐食しろの 0.5mm 以内であることを確認した．また，目

視調査の結果，ボルトは鋼管より腐食が進んでいることを

確認した． 

ボルトやナットは腐食しろ，余裕しろを設けておらず，長 

期供用された場合には，腐食を起因とする減厚による軸力

の低下が懸念されるため，十分な軸力を有しているか確認

する調査方法や，必要に応じて実施する交換方法を検討す

る必要がある．また，砂防構造物においては，流砂や小礫衝

突による摩耗損傷についても考慮する必要があるが，これ

は他分野では見られない現象であるため，今後も継続して

知見の蓄積を実施する．加えて，前述のように使用鋼材のデ

ータが不明な場合の対応策についても，今後の課題である． 

 

 

図-4 小有珠右の川 1号スリットダムの腐食状況 

 

表-4 板厚の測定結果（小有珠右の川 1号スリットダム） 

計測箇所 
初期板厚 

(mm) 

計測結果 

(mm) 

腐食量 

(mm) 

足元上流側 12.00 11.80 0.20 

足元下流側 12.00 11.86 0.14 

 

4. 結言 

本稿では長期設置された鋼製砂防構造物の調査結果につ

いて報告した．主部材の腐食対策は現行の便覧で示す腐食

しろの設定で問題ないと確認した．一方で，ボルトの腐食対

策や図面が完備されていない等の課題を確認した．特に，後

者については，使用鋼材の初期鋼管径，板厚等のデータは健

全度評価の変状レベルの判定を行うための前提条件となり，

本調査では初期板厚をスパイラル鋼管の製造規格や既往調

査の腐食量の範囲から推定した．ただし，根拠が乏しく信頼

性が低いため，推定精度を向上させる必要がある． 
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